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漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

中

江

彬

は
じ
め
に

　
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
1
一
九
一
六
）
が
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
　
（
以
下
『
猫
』

．
と
略
）
を
書
き
だ
し
た
の
は
、
日
露
戦
争
の
旅
男
松
粛
軍
攻
撃
が
終
っ
た
一
九
〇

四
年
（
明
治
三
七
年
）
一
二
月
で
あ
る
。
翌
年
一
月
に
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
一
章

が
発
表
さ
れ
た
『
猫
』
は
好
評
の
た
あ
に
連
載
さ
れ
て
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
締
結

後
の
一
九
〇
六
年
八
月
に
一
一
章
で
完
結
し
た
。
そ
の
間
に
『
倫
敦
塔
』
な
ど
多

く
の
伶
品
も
書
い
た
漱
石
が
一
、
　
『
猫
』
で
ニ
ー
チ
ェ
の
超
人
思
想
の
も
と
に
お

こ
な
っ
た
辛
辣
な
侵
略
戦
争
批
判
は
、
ス
タ
ー
ン
の
シ
ャ
ン
デ
ィ
精
神
で
滑
稽
化

さ
れ
た
の
で
看
過
さ
れ
て
い
る
、
。
本
稿
で
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
巨
人
や
預

言
者
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
そ
の
戦
争
批
判
の
伝
統
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一、

E
と
哲
学

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
明
や
歴
史
主
義
を
批
判
す
べ
く
超
人
を
説
い
た
哲
学
者
の
フ
リ

ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
（
一
八
四
四
年
生
）
が
、
予
言
者
的
な
髭
の
風
貌
を
残

し
て
彼
岸
へ
と
旅
だ
っ
た
一
九
〇
〇
年
八
月
二
五
日
の
翌
月
、
三
三
歳
の
漱
石
は

日
本
と
友
好
的
な
英
国
へ
向
け
て
横
浜
か
ら
出
港
し
、
一
〇
月
に
は
パ
リ
万
国
博

覧
会
に
沸
く
パ
リ
に
い
た
。
そ
の
月
に
ロ
ダ
ン
展
も
開
催
さ
れ
た
こ
の
パ
リ
に
は
、

今
世
紀
を
動
か
す
こ
と
に
な
る
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
（
一
八
八
一
年
生
）
も
初
め
て

訪
れ
て
い
た
。
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
を
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
知
っ
て
い
た
彼
は
パ
リ
で
は

深
く
そ
れ
に
没
頭
す
る
3
。
こ
の
と
き
日
本
で
登
張
竹
風
は
『
帝
国
文
学
』
に
掲

載
し
た
「
独
逸
の
翰
代
文
学
を
論
ず
」
で
ニ
ー
チ
ェ
を
紹
介
す
る
。
同
年
倫
敦
に

向
か
っ
た
漱
石
は
当
地
の
倫
敦
塔
で
過
去
の
亡
霊
に
会
っ
た
り
、
自
転
車
の
乗
っ

た
り
し
つ
つ
、
、
　
「
気
が
狂
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
文
学
に
つ
い
て
悩
み
ぬ
き

お
そ
ら
く
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
書
ま
で
読
ん
で
自
己
本
位
を
悟
っ
て
い
た
5
。

　
一
九
〇
二
年
一
月
に
は
ニ
ー
チ
ェ
に
感
化
さ
れ
て
い
た
リ
ル
ケ
（
一
八
七
五
－

一
九
二
六
）
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
的
な
彫
刻
家
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
（
一
八

四
〇
一
一
九
一
七
）
を
訪
れ
て
、
こ
の
彫
刻
家
の
本
を
書
く
、
。
ま
た
ド
イ
ツ
の

彫
刻
家
マ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ン
ガ
ー
（
一
八
五
七
－
一
九
二
〇
1
）
は
一
九
〇
一
年

頃
か
ら
ニ
ー
チ
ェ
の
彫
刻
に
着

手
し
て
二
．
九
。
三
年
に
は
髭
麟
　
．
　
　
…
顎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縢
　
　
　
　
の

面
の
ニ
ー
チ
ェ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
チ

（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
造
形
美
術
館
）
　
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
難
．
　
　

を
制
黙
し
て
い
る
・
」
九
。
、
．
、
　
　
　
難
獺
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
年
に
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
妹
の
　
　
，
＝
　
、
冗
　
馨
．
．
妻
　
一
、
、
鱗
　
、
図

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
『
フ
リ
ー
ド
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リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
の
生
涯
』
を
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
か
ら
出
版
し
、
そ
の
口
絵
写
真

に
は
、
横
顔
の
考
え
込
む
髭
の
ニ
ー
チ
ェ
の
写
真
（
図
1
）
を
飾
っ
た
，
。
エ
リ

ザ
ペ
ー
ト
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
銀
行
家
エ
ル
ネ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
ル
を
通
じ
て
自
分

の
肖
像
画
を
《
叫
び
》
の
芸
術
家
ム
ン
ク
に
依
頼
す
る
が
、
テ
ィ
ー
ル
は
ニ
ー

チ
ェ
の
肖
像
も
注
文
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

四
二
歳
の
エ
ド
ア
ー
ル
・
ム

ン
ク
（
一
八
六
三
－
一
九
四

四
）
は
《
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

ニ
ー
チ
ェ
の
肯
像
》
　
（
オ
ス

ロ
市
立
ム
ン
ク
美
術
館
）
を

描
い
た
が
（
図
2
）
9
、
そ

の
頬
に
手
を
当
て
考
え
込
む

ニ
ー
チ
ェ
の
姿
は
漱
石
の
記

念
写
真
（
図
3
）
に
驚
く
ぼ

ど
似
て
い
た
。
一
九
〇
六
年

に
ム
ン
ク
は
、
　
《
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
肖
像
画
》

（
図
4
、
オ
ス
ロ
市
立
ム
ン

ク
美
術
館
）
を
超
人
の
哲
学

者
ら
し
い
ニ
メ
ー
ト
ル
の
大

き
さ
で
描
い
た
。
そ
の
頃
ニ

ー
チ
ェ
的
な
破
壊
者
を
自
覚

し
た
ピ
カ
ソ
は
パ
リ
の
洗
濯

船
と
い
う
ア
ト
リ
エ
で
、
友

に
「
狂
っ
た
」
と
言
わ
し
め

図3、漱石の記念写真

図2、ムンク《フリードリヒ・ニーチェの肖像

た
《
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
の
娘
た
ち
》

（
図
5
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代

美
術
館
）
で
過
去
の
美
術
を
壊

し
だ
し
た
と
き
、
日
本
で
は
漱

石
が
ピ
カ
ソ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な

絵
に
劣
ら
ぬ
、
ニ
ー
チ
ェ
の
肖

像
画
廊
に
ふ
さ
わ
し
い
疑
似
肖

像
画
、
つ
ま
り
時
代
遅
れ
の
髭

を
蓄
え
た
珍
野
苦
沙
弥
の
あ
ば

た
面
に
つ
い
て
書
い
て
い
た
。

図4、ムンク

《フリードリヒ・ニーチェ肖像画》

　　　　　　　　　　　部分図5、ピカソ《アヴィニヨンの娘たち》

　
元
来
か
ら
行
儀
の
よ
く
な
い
鷺
で
み
な
思
い
思
い
の
姿
勢
を
と
っ
て
は
え

て
い
る
。
い
く
ら
個
人
主
義
が
は
や
る
世
の
中
だ
っ
て
、
こ
う
町
々
に
わ
が

ま
ま
を
尽
く
さ
れ
て
は
持
ち
主
の
迷
惑
は
さ
こ
そ
と
思
い
や
ら
れ
る
、
主
人

も
…
…
近
ご
ろ
は
大
い
に
訓
練
を
与
え
て
、
…
…
わ
が
脅
の
前
途
有
望
な
り

と
見
て
と
っ
た
主
人
は
朝
な
夕
な
、
手
が
す
い
て
お
れ
ば
必
ず
鷺
に
向
か
っ

て
鞭
燵
を
加
え
る
。
彼
の
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
は
ド
イ
ツ
皇
帝
閣
下
の
よ
う
に
、
層

向
上
の
念
の
盛
ん
な
鷺
を
た
く
わ
え
つ
つ
あ
る
。
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、

　
『
猫
』
の
九
章
で
突
然
、
ニ
ー
チ
ェ
的
に
滑
稽
な
髭
と
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
に
醜

い
あ
ば
た
面
を
苦
沙
弥
が
帯
び
る
理
由
は
、
髭
を
調
練
す
る
苦
沙
弥
に
届
く
巣
鴨

の
狂
人
、
天
道
公
平
か
ら
の
神
と
糞
に
関
す
る
晦
渋
な
手
紙
か
ら
判
明
す
る
。

　
　
　
親
友
も
汝
を
売
る
べ
し
。
…
…
愛
人
も
汝
を
棄
つ
べ
し
。
富
貴
は
も
と
よ

　
　
り
頼
み
が
た
る
べ
し
。
爵
禄
は
一
朝
に
し
て
失
う
べ
し
。
汝
の
頭
中
に
秘
蔵

　
　
す
る
学
問
に
は
徽
が
生
え
る
べ
し
。
汝
何
を
た
の
ま
ん
と
す
る
か
。
天
地
の

　
　
ヶ
ち
に
何
を
た
の
ま
ん
と
す
る
か
。
神
？
　
神
は
人
間
の
苦
し
ま
ぎ
れ
に
捏

　
　
期
せ
る
土
偶
の
み
。
人
間
の
せ
つ
な
糞
の
凝
固
せ
る
臭
骸
の
み
。
…
…
苦
沙

　
　
弥
先
生
よ
ろ
し
く
お
茶
で
も
あ
が
れ
。
　
（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
様
）

　
こ
の
箇
所
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
中
の
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス

．
ト
ラ
の
言
説
」
の
言
い
換
え
で
あ
る
。
世
界
の
背
面
に
神
が
あ
る
と
信
じ
る
「
背

面
世
界
論
者
」
の
章
で
予
言
者
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う
語
っ
た
。

　
　
　
わ
た
し
に
は
世
界
は
、
苦
し
み
と
悩
み
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
」
個
の
神

　
　
の
製
作
物
と
思
え
た
。
世
界
は
、
そ
の
と
き
一
個
の
神
の
夢
で
あ
り
詩
で
あ

　
　
る
と
思
え
た
。
…
…
兄
弟
た
ち
よ
、
わ
た
し
の
つ
く
っ
だ
こ
の
神
は
、
人
間

　
　
の
製
作
物
だ
、
人
間
の
妄
念
…
…
人
間
で
あ
っ
た
の
だ
。
…
…
人
間
と
そ
の

　
　
　
「
我
」
の
あ
わ
れ
な
ひ
と
か
け
ら
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。
わ
た
し
自
身
の

　
　
灰
と
炭
火
の
中
か
ら
こ
の
妖
怪
は
、
や
っ
て
来
た
δ
。

　
天
道
公
平
は
ニ
ー
チ
ェ
が
言
う
「
我
の
あ
わ
れ
な
ひ
と
か
け
ら
」
を
「
糞
の
凝

固
せ
る
臭
骸
」
に
置
き
か
え
る
。
そ
の
手
紙
に
苦
沙
弥
が
感
心
す
る
の
は
、
彼
が

ク
シ
ャ
ミ
、
ク
サ
メ
、
糞
食
め
、
ク
ソ
ッ
の
口
合
せ
の
糞
食
ら
え
先
生
だ
か
ら
で

あ
る
。
ゾ
ロ
ア
ス
山
雪
た
る
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
火
口
の
火
で
清
め
、
イ
エ
ス

は
水
で
清
め
る
が
、
苦
沙
弥
は
『
猫
』
の
九
章
で
、
哲
学
者
八
木
独
仙
が
ニ
ー
チ

ェ
は
自
棄
に
な
り
超
人
を
生
ん
だ
と
言
う
よ
う
に
、
七
章
の
カ
ー
ラ
イ
ル
の
ト
イ

フ
ェ
ル
ス
ド
レ
ッ
ク
君
［
悪
魔
の
糞
教
授
］
の
自
棄
っ
糞
で
清
め
る
。
天
道
公
平

は
美
学
者
迷
亭
か
ら
見
れ
ば
「
金
箔
つ
き
の
狂
人
」
で
あ
り
、
苦
沙
弥
か
ら
見
れ

ば
「
癒
癩
病
質
」
で
あ
る
。
苦
沙
弥
は
「
自
分
も
ま
た
気
違
い
に
縁
の
近
い
者
か
」

と
自
問
す
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
う
言
う
。

　
　
　
気
違
い
が
団
体
乏
な
っ
て
勢
力
を
出
る
と
、
健
全
な
人
間
に
な
っ
て
し
ま

　
　
う
か
も
し
れ
な
い
。
大
き
な
気
違
い
が
金
力
や
威
力
を
濫
用
し
て
多
く
の
小

　
　
気
違
い
を
使
役
し
て
乱
暴
を
働
い
て
、
人
か
ら
立
派
な
男
だ
と
言
わ
れ
て
い

　
　
る
例
は
少
な
く
な
い
。

　
こ
こ
で
苦
沙
弥
は
『
弁
明
』
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
な
言
い
方
で
「
人
か
ら
立

派
な
男
と
言
わ
れ
て
い
る
」
者
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。

二
、
戦
争
と
文
学
と
道
徳

　
立
派
な
男
は
日
露
戦
争
の
指
導
者
た
る
伊
藤
博
文
の
よ
う
で
あ
る
。
苦
沙
弥
は

時
の
権
力
者
を
気
違
い
と
示
唆
す
る
が
、
自
ら
も
気
違
い
だ
と
言
っ
て
、
読
者
を

を
煙
り
に
ま
き
、
危
険
を
清
め
る
。
猫
も
「
カ
そ
ゼ
ル
に
似
た
八
字
鷺
」
の
飼
主

が
狂
人
と
常
人
の
差
別
さ
え
で
き
ぬ
「
ぼ
ん
く
ら
」
で
あ
る
と
保
証
す
る
。
な
ぜ

な
ら
、
天
道
公
平
の
手
紙
の
以
下
の
内
容
に
感
心
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
人
を
人

と
思
わ
ざ
る
も
の
が
、
わ
れ
を
わ
れ
と
思
わ
ざ
る
世
を
憤
る
は
い
か
ん
。
権
貴
栄

達
の
士
は
人
を
人
と
思
わ
ざ
る
に
お
い
て
得
た
る
が
ご
と
し
。
只
他
の
わ
れ
を
わ

れ
と
思
れ
ぬ
時
に
お
い
て
融
然
と
し
て
色
を
作
す
。
任
意
に
色
を
作
り
き
た
れ
。

馬
鹿
野
郎
」
。
馬
鹿
野
郎
は
権
貴
栄
達
の
士
、
革
命
を
誘
発
す
る
者
で
あ
る
。

．「

奣
奄
ﾌ
人
を
思
う
と
き
、
他
の
わ
れ
を
わ
れ
と
思
わ
ぬ
時
、
不
平
家
は
発
作
的

に
天
降
る
。
こ
の
発
作
的
活
動
を
名
付
け
て
革
命
と
い
う
。
革
命
は
不
平
家
の
所

為
に
あ
ら
ず
。
権
貴
栄
達
の
士
が
好
ん
で
産
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
朝
鮮
に
人
参
多

し
先
生
何
が
ゆ
え
に
服
せ
ざ
る
。
世
を
挙
っ
て
国
家
主
義
帝
国
主
義
に
狂
奔
せ
る

一3一



は
、
諸
国
の
現
状
な
り
」
。
要
す
る
に
、
天
道
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
帝
国
主
義
に

奔
走
し
て
朝
鮮
人
参
た
る
韓
国
へ
侵
略
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
帝
国
主
義
へ
の

反
抗
者
は
個
人
主
義
者
ニ
ー
チ
ェ
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
天
道
は
「
ニ
ー
チ
ェ

は
極
端
な
る
個
人
主
義
の
鼓
吹
家
」
だ
と
主
張
し
て
こ
う
言
う
。

　
　
　
教
育
の
実
は
挙
ら
ず
、
天
才
を
呼
ぶ
声
は
徒
に
高
く
し
て
、
平
凡
な
る
教

　
　
育
没
趣
味
な
る
社
会
は
却
て
天
才
の
流
れ
を
防
遍
し
て
已
む
こ
と
な
し
。
…

　
　
…
一
切
の
善
悪
説
を
排
し
て
、
貴
族
的
威
権
説
を
萌
し
、
人
性
の
目
的
は
、

　
　
畢
寛
天
才
の
要
請
に
あ
る
の
み
と
説
く
も
の
は
、
則
ち
ニ
ー
チ
ェ
に
非
ず
や
。

こ
の
天
道
の
手
紙
は
苦
沙
弥
が
無
視
す
る
華
族
の
手
紙
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

　
　
　
日
露
の
戦
役
は
連
戦
連
勝
の
勢
い
に
乗
じ
て
平
和
克
復
を
告
げ
吾
忠
勇
義

　
　
烈
な
る
将
士
は
今
や
過
半
万
歳
声
裏
に
凱
歌
を
奏
し
国
民
の
歓
喜
何
も
の
か

　
　
…
…
軍
人
遺
族
を
慰
籍
せ
ん
が
た
め
…
…
義
歯
あ
ら
ん
こ
と
を
…
…

　
だ
が
苦
沙
弥
は
「
せ
ん
だ
っ
て
東
北
凶
作
の
義
年
金
を
二
円
と
か
三
円
と
か
出

し
て
か
ら
、
会
う
人
ご
と
に
義
心
を
と
ら
れ
た
」
の
で
、
も
う
金
を
払
う
の
は
ご

め
ん
だ
と
こ
の
手
紙
を
無
視
す
る
。
さ
ら
に
裁
縫
最
高
等
大
学
院
を
つ
く
る
た
め

に
本
書
を
買
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
別
の
手
紙
も
無
視
す
る
。
た
だ
墨
筆
病
質
、

つ
ま
り
憂
欝
質
の
天
道
の
手
紙
に
は
感
心
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
紙
は
相

互
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
の
は
「
義
指
金
」
と
い
う
言
葉
で
．

あ
る
。
義
据
金
は
、
．
不
慮
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
人
々
に
贈
る
金
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
そ
れ
は
「
平
和
克
復
を
告
げ
吾
忠
勇
義
烈
な
る
将
士
」
の
家
族
に
贈
る
金

で
は
な
い
、
そ
こ
に
は
崇
高
感
は
な
い
、
と
言
い
た
げ
で
あ
る
。

　
漱
石
は
『
文
学
論
』
で
道
徳
が
介
入
し
な
い
崇
高
、
滑
稽
、
純
美
な
る
も
の
が

あ
る
と
言
う
。
そ
の
創
造
的
な
も
の
に
は
ミ
ル
ト
ン
の
『
失
楽
園
』
で
の
天
地
創

造
の
由
来
話
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
、
キ
ー
ツ
の
「
ヒ
ュ
ペ
リ
オ
ン
」
の
詩
が
あ

る
。
一
方
破
壊
的
な
も
の
の
崇
高
さ
の
極
み
を
こ
う
述
べ
る
。

　
　
　
楮
活
動
的
崇
高
の
一
面
な
る
破
壊
力
と
は
、
例
へ
ば
三
陸
の
海
囎
、
安
政

　
　
の
地
震
若
し
く
は
天
明
の
大
火
等
人
畜
財
努
を
惜
し
げ
も
な
く
掃
蕩
し
去
る

　
　
惨
劇
を
具
す
る
も
の
に
し
て
、
是
等
を
直
接
に
経
験
す
る
と
き
は
義
掲
金
の

　
　
酸
集
と
な
り
焚
き
出
し
の
請
求
と
な
る
に
も
關
ら
ず
、
一
旦
間
接
星
羅
と
し

　
　
て
自
己
観
念
を
除
去
す
る
瞬
間
に
於
て
、
か
か
る
道
徳
的
f
は
消
滅
し
て
た

　
　
だ
荘
厳
と
な
り
猛
烈
と
な
る
を
見
る
…
。

　
漱
石
は
『
文
学
論
』
で
独
特
の
理
論
「
F
［
認
識
的
要
素
］
＋
f
［
情
緒
的
要

素
］
」
を
構
築
し
、
文
学
に
は
道
徳
的
情
緒
f
が
ふ
く
ま
れ
る
が
、
と
き
と
し
て

道
徳
的
f
を
消
滅
し
て
荘
厳
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
李
白
の
詩
の
よ

う
な
芸
術
の
た
め
の
芸
術
す
な
わ
ち
没
道
徳
・
非
人
情
の
純
文
学
が
あ
る
と
い
う
。

ブ
ロ
ン
テ
の
姦
通
小
説
『
ジ
ェ
ン
、
・
エ
ア
ー
』
の
読
者
は
そ
の
よ
う
な
文
学
を
非

難
す
る
が
、
主
人
公
が
不
倫
を
貫
徹
す
る
た
め
に
正
妻
の
狂
女
が
火
を
放
ち
焼
死

す
る
に
至
っ
て
「
手
を
拍
っ
て
喜
ぶ
」
ジ
ェ
ー
ン
と
読
者
は
、
不
道
徳
の
頂
点
で

純
文
学
を
非
難
す
る
権
利
が
あ
る
か
と
問
う
、
2
。

　
漱
石
は
こ
の
二
つ
と
破
壊
的
崇
高
を
挙
げ
て
美
的
崇
高
と
道
徳
的
情
緒
の
乖
離

の
矛
盾
を
衝
く
。
自
然
の
猛
威
に
は
、
な
に
か
崇
高
な
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
破

壊
力
も
す
さ
ま
じ
く
、
義
甲
金
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
も
惹
起
す
る
。
そ
の

側
面
を
無
視
し
て
、
純
粋
美
や
崇
高
感
の
み
を
強
調
す
る
の
は
、
不
道
徳
文
学
と

似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
華
族
の
手
紙
は
義
指
金
を

出
す
よ
う
な
道
徳
的
f
を
起
こ
さ
せ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
不
道
徳
文
学

に
似
て
い
る
と
疑
問
を
呈
す
る
。
つ
ま
り
「
連
戦
連
勝
の
勢
い
に
乗
じ
て
平
和
克

復
を
告
げ
」
る
と
言
う
の
は
、
　
「
姦
通
に
同
情
を
強
ひ
、
殺
人
に
驚
賞
を
値
せ
し

む
る
」
不
道
徳
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
「
国
家
主
義
帝
国
主
義
に
狂
奔
せ
る

吾
函
に
対
し
て
、
巣
鴨
の
気
違
い
は
異
議
申
し
立
て
を
し
て
い
る
。
一
方
、
裁
縫

最
高
等
大
学
院
を
つ
く
る
た
め
に
本
を
売
る
者
な
ど
と
る
に
足
ら
ぬ
小
才
で
し
か
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な
い
。
漱
石
は
、
　
『
文
学
論
隠
第
四
編
首
四
章
「
滑
稽
的
聯
想
」
の
第
二
節
「
ウ

ィ
ッ
ト
」
で
そ
の
こ
と
を
衝
い
て
い
た
。

　
　
　
一
般
社
会
が
小
智
に
富
み
小
才
を
弄
し
、
…
…
人
事
自
然
に
封
ず
る
熱
烈

　
　
の
同
情
を
失
ひ
、
世
間
を
冷
評
し
、
何
事
を
も
譜
諺
化
せ
ん
と
欲
す
る
時
、

　
　
人
事
材
料
に
あ
れ
感
覚
材
料
に
あ
れ
深
く
探
り
厚
く
求
め
て
文
学
の
眞
髄
を

　
　
発
揮
す
る
途
な
く
、
ま
た
偉
大
崇
高
な
る
知
的
分
子
を
認
識
す
る
詮
な
し
。

　
　
…
…
か
＼
る
時
代
に
最
も
翻
せ
ら
る
、
は
頓
才
即
ち
ウ
ィ
ッ
ト
に
し
て
、
人
．

　
　
は
蔓
忍
が
利
き
た
り
ど
云
は
る
、
を
無
上
の
名
誉
と
心
得
、
間
抜
、
野
暮
等

　
　
の
文
字
を
厭
う
事
悪
疫
よ
り
も
甚
し
き
に
至
る
。
…
…
か
、
る
文
学
は
常
に

　
　
都
會
の
産
物
に
し
て
、
隣
人
と
一
銭
の
利
を
箏
ひ
、
人
の
揚
足
を
と
る
を
以

　
　
て
人
生
の
目
的
と
心
得
る
徒
輩
の
間
に
嚢
生
す
る
も
の
な
る
を
盛
る
べ
か
ら

　
　
ず
。
江
戸
時
代
の
町
文
學
の
如
き
其
適
例
な
り
、
、
。
　
（
傍
線
英
語
）

　
こ
こ
で
漱
石
は
、
金
銭
を
と
っ
て
感
謝
の
念
ま
で
起
こ
さ
せ
る
ソ
フ
宮
ス
ト
を

批
判
し
た
『
弁
明
』
一
九
－
二
〇
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
で
あ
る
。
漱
石
は
ウ
ィ

ッ
ト
文
学
に
負
け
ず
劣
ら
ず
ウ
ィ
ッ
ト
の
限
り
を
尽
く
す
が
、
間
抜
け
、
ぼ
ん
く

ら
、
馬
鹿
野
郎
、
癒
癩
を
連
発
し
、
ウ
ィ
ッ
ト
文
学
の
信
条
を
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
に

自
爆
さ
せ
、
非
人
情
や
壷
中
や
掌
大
の
天
地
に
遊
ぶ
高
尚
人
や
、
不
道
徳
文
学
に

忘
我
す
る
華
族
や
淑
女
を
逆
な
で
す
る
。
漱
石
に
と
っ
て
真
の
文
学
は
ソ
ク
ラ
テ

ス
と
猫
が
弁
明
し
た
よ
う
に
、
自
己
を
み
つ
め
、
同
時
に
道
徳
的
情
緒
f
を
醸
す

場
で
あ
る
。
し
か
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
同
様
、
そ
れ
は
暗
示
で
し
か
語
り
え
な
い
。
漱

石
は
『
文
学
論
』
第
五
編
で
そ
の
「
暗
示
」
を
長
々
と
説
明
す
る
。
歴
史
は
推
移

で
あ
り
、
推
移
は
集
合
意
識
の
暗
示
で
生
ま
れ
る
。
推
移
は
徐
々
に
起
こ
る
が
、

と
き
と
し
て
暗
示
を
急
激
に
つ
く
り
あ
げ
る
馬
鹿
竹
つ
ま
り
天
才
が
現
れ
る
。
第

五
譜
第
五
章
「
原
則
の
応
用
（
三
）
」
で
漱
石
は
こ
う
述
べ
る
。

　
　
　
か
の
権
威
者
、
暴
慢
者
、
狂
惇
者
、
没
識
者
は
…
…
愚
盲
見
る
に
堪
へ
ざ

　
　
る
の
小
策
を
弄
し
て
、
天
下
の
耳
目
を
瞬
刻
の
短
か
き
に
欺
い
て
…
…
之
を

　
　
自
然
の
傾
向
と
誤
認
ず
る
も
の
あ
り
。
徒
ら
に
財
幣
を
冷
し
、
精
力
を
愉
し

　
　
小
人
を
役
し
、
・
匹
夫
を
駆
っ
て
、
集
合
意
識
を
吾
が
欲
す
る
ま
＼
に
動
か
さ

　
　
ん
と
欲
す
。
天
下
は
か
く
の
如
く
安
債
な
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
自
然

　
　
の
法
則
は
自
然
に
従
っ
て
始
め
て
之
を
御
す
る
を
得
べ
し
。
人
間
の
法
則
は

　
　
自
然
よ
り
も
頑
強
な
り
。
軍
に
人
間
な
る
が
故
に
推
移
の
大
話
に
反
し
て
御

　
　
し
得
へ
し
と
す
る
は
桀
紺
の
再
生
に
し
て
か
ね
て
馬
鹿
竹
の
再
生
な
り
、
、
。
，

　
漱
石
は
文
学
と
現
実
を
混
同
し
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
な
猫

や
苦
沙
弥
同
様
、
漱
石
に
も
、
文
学
は
暗
示
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
猫
』
で
も
プ

ラ
ト
ン
的
な
迷
亭
の
ト
チ
メ
ン
ボ
ー
や
ら
ナ
メ
ク
ジ
の
ソ
ッ
プ
の
話
の
比
喩
と
し

て
の
料
理
が
と
び
だ
す
。
そ
れ
は
『
パ
イ
ド
ン
』
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
死
の
直
前
に

書
い
た
イ
ソ
ッ
プ
の
詩
の
暗
示
で
あ
る
。
　
『
文
学
論
』
で
は
推
移
の
大
穴
に
反
す

る
者
は
暴
君
た
る
桀
紺
の
よ
う
な
馬
鹿
竹
で
暗
示
さ
れ
る
。
　
「
馬
鹿
竹
」
の
由
来

は
不
明
で
あ
る
が
、
5
、
の
ち
に
検
討
す
る
よ
う
に
『
猫
』
を
解
く
鍵
で
あ
る
。
ベ

ル
ク
ソ
ン
的
な
意
識
の
連
続
説
を
と
る
漱
石
は
突
然
の
推
移
に
否
定
的
で
あ
る
。

　
　
　
意
識
の
推
移
は
漸
次
に
し
て
、
毫
も
此
原
則
に
抵
幽
せ
ざ
る
も
、
意
識
を

　
　
外
界
に
実
現
す
る
に
方
っ
て
、
反
動
作
用
と
目
せ
ら
る
、
も
の
あ
り
、
5
。

と
認
識
内
容
た
る
F
の
記
号
で
述
べ
る
。
記
号
を
変
え
て
説
明
す
る
と
、
内
面
に

お
い
て
F
1
、
F
2
、
F
3
と
行
く
べ
き
と
こ
ろ
を
、
注
意
を
ひ
く
た
め
に
F
l

の
次
ぎ
に
F
3
を
お
く
と
、
そ
れ
は
対
照
的
で
あ
る
た
め
に
、
あ
た
か
も
愛
し
て

い
る
者
が
少
し
ず
つ
愛
を
失
っ
て
い
き
叱
責
に
む
か
い
頭
を
殴
り
、
最
後
に
生
命

を
奪
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
　
「
金
蘭
の
愛
を
一
朝
に
愛
じ
て
千
古
の
恨
と
な
す

の
観
あ
り
」
と
言
う
。
そ
の
極
端
な
例
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ
る
。

　
　
　
佛
国
革
命
は
社
會
の
基
礎
を
根
本
よ
り
轄
覆
し
て
、
平
和
の
民
を
殺
獄
の

　
　
血
に
盤
脅
せ
し
め
た
る
も
の
、
之
を
革
命
以
前
の
光
景
に
比
す
れ
ば
、
書
の
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夜
に
於
け
る
、
天
の
地
に
於
け
る
よ
り
も
甚
し
。
有
史
干
潟
斯
の
如
き
の
反

　
　
動
は
人
の
未
だ
知
ら
ざ
る
所
な
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
是
實
現
的
の
反
動
に
過

　
　
ぎ
ず
、
も
し
判
れ
一
般
民
衆
の
鑑
査
に
授
受
せ
ら
れ
た
る
暗
示
の
波
動
に
樟

　
　
さ
し
て
、
苦
悶
不
平
の
流
を
内
面
的
に
湖
る
と
き
は
そ
の
淵
源
の
遠
き
蓋
し

　
　
意
外
に
出
つ
る
も
の
あ
ら
ん
、
，
。

　
第
六
章
で
は
反
動
を
求
め
る
者
に
天
才
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
は
天
才
が
少
数
だ

と
か
死
後
に
有
名
に
な
る
ど
思
う
が
、
実
際
は
名
も
な
く
漂
泊
の
う
ち
に
死
ん
だ

天
才
は
陣
し
れ
な
い
、
と
漱
石
は
言
う
。
漱
石
に
と
っ
て
天
才
は
不
幸
者
で
あ
る
。

漱
石
は
天
道
公
平
の
よ
う
な
天
才
賛
美
者
で
は
断
じ
て
な
い
。

　
　
　
名
に
よ
っ
て
動
く
に
あ
ら
ず
、
不
名
誉
の
為
に
も
動
く
。
天
才
は
尤
も
執

　
　
着
心
に
富
め
る
も
の
な
る
が
故
に
、
彼
ら
の
戦
争
は
必
ず
猛
烈
な
り
。
而
し

　
　
て
衆
寡
敵
せ
ざ
る
は
一
般
の
原
則
な
る
が
故
に
、
天
才
の
多
く
は
猛
烈
な
る

　
　
戦
争
を
命
の
あ
ら
ん
程
持
続
し
て
遂
に
窮
途
に
駆
る
＼
事
多
し
と
す
、
、
。

　
芸
術
月
雪
の
天
才
が
政
治
的
に
も
応
用
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
政
治
的
反
動
者

と
理
解
さ
れ
る
と
漱
石
は
考
え
て
い
る
。

三
、
ニ
ー
チ
ェ
と
漱
石

　
漱
石
が
天
道
公
平
の
手
紙
に
か
こ
つ
け
て
語
る
の
は
身
近
な
戦
争
で
あ
っ
た
。

「
不
平
家
は
発
作
的
に
天
降
る
」
と
言
う
と
き
の
不
平
家
は
革
命
家
、
さ
ら
に
戦

争
を
起
こ
す
反
動
家
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
で
、
反
動

家
や
国
家
の
比
喩
た
る
「
火
の
犬
」
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
た
。

　
　
　
わ
た
し
は
転
覆
と
爆
発
の
悪
魔
ど
も
の
語
る
の
を
聞
く
た
び
に
、
そ
れ
が

　
　
お
ま
え
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
…
…
ほ
え
た
り
、
灰
を
噴
き
上
げ
て
、
あ
た
り

　
　
を
暗
く
す
る
こ
と
が
巧
み
だ
。
お
ま
え
た
ち
は
最
上
級
の
ほ
ら
吹
き
で
、
泥

　
　
を
煮
て
熱
く
す
る
術
を
十
分
に
学
び
お
ぼ
え
…
…
お
ま
え
の
雄
飛
と
煙
と
が

　
　
ひ
く
と
、
…
…
一
つ
の
都
市
が
ミ
イ
ラ
と
な
り
、
ひ
と
つ
の
柱
像
が
倒
れ
て

　
　
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
て
…
…
お
ま
え
と
ひ
と
し
く
、
国
家
は
偽
善
の
犬
だ
。

　
　
国
家
は
煙
と
胞
曜
と
で
語
り
た
が
る
…
…
か
れ
の
息
は
黄
金
を
吐
く
。
黄
金

　
　
の
雨
を
し
た
た
ら
せ
る
、
9
。

　
こ
こ
で
国
家
は
金
儲
け
を
追
求
す
る
偽
善
の
犬
、
天
道
の
言
葉
で
は
戦
争
を
す

る
国
家
で
あ
る
。
戦
争
を
起
こ
す
の
は
「
権
貴
栄
達
の
士
」
で
あ
る
。
天
道
が
苦

沙
弥
に
朝
鮮
人
参
を
「
何
が
ゆ
え
に
服
さ
ざ
る
」
と
語
る
と
き
、
彼
は
苦
沙
弥
が

朝
鮮
侵
略
に
賛
同
し
な
い
と
暗
示
す
る
。
公
平
は
ニ
ー
チ
ェ
的
に
語
る
が
、
漱
石

の
洋
行
中
の
明
治
三
四
年
、
高
山
樗
牛
も
ま
た
「
文
明
批
評
家
と
し
て
の
文
学
者
」

で
ニ
ー
チ
ェ
の
個
人
主
義
や
超
人
論
を
説
明
し
て
い
た
。

　
　
　
ニ
ー
チ
ェ
は
、
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
て
十
九
世
紀
の
文
明
に
反
抗
せ

　
　
り
。
哲
学
界
に
於
て
は
ヘ
ー
ゲ
ル
以
来
、
科
学
界
に
於
て
は
ダ
ー
ヴ
ィ
ン
以

　
　
来
、
一
代
の
思
想
を
殆
ど
残
り
な
く
風
靡
し
来
り
た
る
歴
史
発
達
説
も
、
彼

　
　
の
眼
中
に
は
偽
学
者
の
俗
論
に
過
ぎ
ぬ
も
の
と
な
れ
り
。
…
…
主
観
を
没
し

　
　
人
格
を
虐
げ
、
先
天
の
本
能
を
無
視
す
る
も
の
は
歴
史
也
。
個
人
自
由
の
発

　
　
達
を
防
げ
、
凡
て
の
人
類
を
平
凡
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
天
才
を
呪
誼
す
る
も
の

　
　
は
歴
史
也
。
…
…
是
の
如
く
人
格
の
独
立
の
為
に
、
歴
史
発
達
論
を
否
定
し

　
　
た
こ
i
チ
ェ
は
、
更
に
論
歩
を
進
め
て
民
主
主
義
と
社
会
主
義
と
を
一
撃
の

　
　
下
に
破
砕
し
、
揚
言
し
て
曰
く
、
人
道
の
目
的
は
衆
庶
平
等
の
利
福
に
遇
せ

　
　
ず
し
て
、
却
っ
て
少
数
な
る
模
範
的
人
物
の
産
出
に
在
り
。
是
の
如
き
模
範

　
　
的
人
物
は
即
ち
天
才
也
、
超
人
如
き
。

　
こ
の
文
章
は
か
な
り
過
激
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
に
感
化
さ
れ
た
樗
牛
は
、
社
会

主
義
だ
け
で
な
く
民
主
主
義
も
非
難
す
る
。
登
張
竹
風
も
ま
た
同
じ
頃
『
帝
国
文

学
に
四
回
に
わ
け
て
「
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
を
論
ず
」
を
書
い
た
。
そ
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の
内
容
こ
そ
漱
石
が
苦
沙
弥
に
読
ま
せ
た
天
道
公
平
の
手
紙
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
世
は
挙
っ
て
国
家
主
義
帝
国
主
義
に
狂
奔
せ
る
は
、
吾
国
の
現
状
な
り
。

　
　
而
し
て
ニ
イ
チ
ェ
は
極
端
な
る
個
人
主
義
の
鼓
吹
家
に
あ
ら
ず
や
。
あ
ら
ゆ

　
　
る
学
問
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
は
、
歴
史
的
研
究
を
待
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
と
信

　
　
ず
る
も
の
は
、
吾
国
学
芸
界
の
状
態
な
り
。
而
し
て
ニ
イ
チ
ェ
は
極
端
な
る

　
　
歴
史
排
斥
家
に
あ
ら
ず
や
。
…
…
倫
理
の
学
は
盛
に
行
は
れ
て
、
道
徳
は
日

　
　
々
に
壊
敗
し
、
教
育
の
学
は
到
る
処
に
講
ぜ
ら
れ
て
、
教
育
の
実
は
挙
ら
ず
、

　
　
天
才
を
呼
ぶ
の
声
は
徒
ら
に
高
く
し
て
、
平
凡
な
る
教
育
、
没
趣
味
的
な
る

　
　
社
会
は
却
て
天
才
の
流
れ
を
防
遇
し
て
已
む
こ
と
な
し
。
吾
国
の
教
育
界
は

　
　
実
に
斯
の
如
き
の
み
。
而
し
て
一
切
の
善
悪
説
を
排
し
て
、
貴
族
的
威
権
説

　
　
を
立
し
、
人
性
の
目
的
は
、
畢
寛
天
才
の
要
請
に
あ
る
の
み
と
、
説
く
も
の

　
．
は
、
即
ち
ニ
イ
チ
ェ
に
非
ず
や
2
1
。
　
（
傍
線
筆
者
）

　
個
人
主
義
者
ニ
ー
チ
ェ
を
帝
国
主
義
へ
の
批
判
者
と
見
な
し
た
竹
風
に
対
し
て
、

坪
内
遣
遥
が
反
論
し
、
そ
こ
か
ら
ニ
ー
チ
ェ
論
争
が
起
こ
り
、
漱
石
が
『
猫
』
を

書
く
頃
に
は
、
竹
風
へ
の
風
当
た
り
は
強
く
、
小
説
が
終
了
し
た
年
の
九
月
に
竹

風
は
高
等
師
範
学
校
校
長
の
加
納
治
五
郎
に
辞
表
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

四
、
韓
国
統
監
伊
藤
博
文

『
猫
』
は
五
章
か
ら
日
露
戦
争
に
触
れ
、
徐
々
に
帝
国
主
義
を
滑
稽
化
す
る
。

　
　
日
本
は
ロ
シ
ア
と
大
戦
争
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。
吾
輩
は
日
本
の
猫
だ
か

　
ら
無
論
日
本
び
い
き
で
あ
る
。
で
き
う
べ
く
ん
ば
混
成
猫
旅
団
を
組
織
し
て

　
ロ
シ
ア
兵
を
引
っ
か
い
て
や
り
た
い
と
思
う
く
ら
い
で
あ
る
。

七
章
で
苦
沙
弥
は
隣
の
私
立
中
学
の
学
生
と
の
戦
争
に
突
入
す
る
。
そ
れ
は
集

団
で
危
害
を
加
え
る
帝
国
主
義
の
暗
示
で
あ
ろ
う
。
中
学
生
が
四
つ
目
垣
を
乗
り

越
え
て
、
苦
沙
弥
宅
に
侵
入
す
る
し
、
ダ
ム
ダ
ム
弾
を
投
げ
込
む
。
侵
略
さ
れ
た

苦
沙
弥
は
野
蛮
な
張
飛
の
よ
う
に
逆
上
す
る
。
苦
沙
弥
は
、
侵
略
は
家
宅
侵
入
罪

と
同
じ
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
狂
気
説
を
根
拠
に
し
て
ア
キ
レ
ウ

ス
の
よ
う
に
逆
上
す
る
。
そ
の
と
き
苦
沙
弥
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
あ
る
詩
人

で
あ
り
、
道
徳
あ
る
国
際
人
で
あ
る
。
・
侵
略
に
怒
り
を
感
じ
た
苦
沙
弥
は
十
章

（一

縺
Z
六
年
初
執
筆
）
で
、
朝
に
起
き
る
と
戸
棚
の
反
故
紙
が
気
に
な
る
。
・
見

る
と
、
そ
こ
に
は
伊
藤
博
文
の
名
前
が
あ
る
。

　
　
　
上
を
見
る
と
明
治
十
一
年
九
月
二
十
八
日
と
あ
る
。
韓
国
統
監
も
こ
の
時

　
　
代
か
ら
お
布
令
れ
の
し
っ
ぽ
を
追
っ
か
け
て
あ
る
い
て
い
た
と
見
え
る
。
大

　
　
将
こ
の
時
分
は
何
を
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
、
読
め
そ
う
も
な
い
と
こ
ろ
を

　
　
無
理
に
よ
む
と
大
蔵
卿
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
え
ら
い
も
の
だ
。

　
『
猫
』
の
世
界
は
ロ
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
の
小
説
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン

デ
ィ
』
の
ご
と
く
、
海
鼠
の
ご
と
く
尾
頭
や
価
値
判
断
が
転
倒
し
て
い
る
。
現
実

に
は
ロ
シ
ア
と
の
宥
和
政
策
を
推
進
し
、
雷
雲
病
者
と
し
て
非
難
さ
れ
た
伊
藤
博

文
も
、
一
九
〇
四
年
の
日
露
戦
争
勃
発
後
は
枢
密
院
議
長
と
し
て
戦
争
を
指
導
し

た
歴
史
的
偉
人
で
あ
る
。
一
九
〇
五
年
八
月
の
日
英
同
盟
や
九
月
に
ポ
ー
ツ
マ
ス

に
始
ま
り
一
一
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
締
結
さ
れ
た
条
約
に
よ
っ
て
日
本
は
韓
国

へ
の
権
益
を
確
保
し
た
。
日
露
講
和
条
約
第
二
条
は
「
露
西
亜
帝
国
政
府
ハ
日
本

國
力
韓
國
二
於
テ
政
治
上
、
軍
事
上
及
纒
濟
上
ノ
卓
越
ナ
ル
利
益
ヲ
有
ス
ル
コ
ト

ヲ
承
認
シ
日
本
帝
銀
政
府
馬
韓
國
二
等
テ
必
要
ト
認
ム
ル
指
導
、
保
護
及
監
理
ノ

措
置
ヲ
執
ル
霊
鳥
リ
之
ヲ
阻
磯
シ
又
ハ
之
二
干
渉
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
約
ス
、
、
」
と
謳

う
。
こ
の
と
き
日
本
は
軍
事
的
目
的
以
外
に
満
州
に
鉄
道
業
設
権
を
も
得
た
。
一

九
〇
五
年
＝
月
一
七
日
に
日
韓
協
約
で
両
国
政
府
は
「
韓
国
ノ
富
強
ノ
實
ヲ
認

ム
ル
時
至
ル
迄
此
目
的
ヲ
以
テ
左
ノ
條
款
ヲ
約
定
」
し
第
三
条
で
「
日
本
國
政
府
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ハ
其
代
表
者
ト
シ
テ
韓
國
皇
帝
閣
下
ノ
閥
下
二
一
名
ノ
統
監
（
レ
ジ
デ
ン
ト
ゼ
ネ

ラ
ル
）
ヲ
置
ク
統
監
ハ
専
ラ
外
交
二
關
ス
ル
事
項
ヲ
管
理
ス
ル
為
離
京
城
二
駐
在

シ
親
シ
韓
國
皇
帝
閣
下
二
内
謁
ス
ル
ノ
権
利
ヲ
有
ス
，
、
」
と
締
結
し
た
。

　
一
二
月
に
は
伊
藤
博
文
が
枢
密
院
議
長
を
山
県
有
朋
に
譲
り
韓
国
統
監
に
就
任

す
る
（
韓
国
は
博
文
暗
殺
の
翌
年
の
一
九
一
〇
年
に
日
本
に
併
合
さ
れ
る
）
。
そ

の
月
か
ら
翌
年
の
一
月
三
一
日
に
は
、
　
「
日
清
満
洲
に
脱
す
る
條
約
」
に
よ
っ
て

満
州
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
の
権
利
を
確
実
に
す
る
。
苦
沙
弥
が
、
韓
国
統
監
に
な

り
た
て
の
伊
藤
博
文
の
名
を
「
逆
さ
立
ち
」
さ
せ
て
「
え
ら
い
も
の
だ
」
と
言
う

と
き
、
苦
沙
弥
の
目
は
、
領
土
拡
大
の
犠
牲
た
る
兵
士
だ
け
で
な
く
、
被
侵
略
者

に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
猫
は
、
苦
沙
弥
の
飯
の
だ
ら
し
な
い
食
い
方
や
子
供
へ

の
放
任
主
義
を
な
じ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
つ
ど
ひ
ど
い
も
の
が
あ
る
と
言
う
。

　
　
　
今
の
世
の
働
き
の
あ
る
人
を
拝
見
す
る
と
、
う
そ
を
つ
い
て
人
を
釣
る
事

　
　
と
、
先
へ
回
っ
て
馬
の
目
玉
を
抜
く
事
と
、
虚
勢
を
張
っ
て
人
を
お
ど
ろ
か

　
　
す
事
と
、
鎌
を
か
け
て
人
を
陥
れ
る
事
よ
り
ほ
か
に
何
も
知
ら
な
い
よ
う
だ
。

　
　
中
学
な
ど
の
少
年
輩
ま
で
が
見
よ
う
見
ま
ね
に
、
…
…
赤
面
し
て
し
か
る
べ

　
　
き
の
を
得
々
と
履
行
し
て
未
来
の
紳
士
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
鳳
…
…
」

　
　
．
う
っ
き
と
言
う
の
で
あ
る
。
吾
輩
も
日
本
の
猫
だ
か
ら
多
少
の
愛
国
心
は
あ

　
　
る
。
こ
ん
な
働
き
手
を
見
る
た
び
に
な
ぐ
っ
て
や
り
た
く
な
る
。
こ
ん
な
も

　
　
の
が
一
人
で
も
ふ
え
れ
ば
国
家
は
そ
れ
だ
け
衰
え
…
…
こ
ん
な
人
民
の
い
る

　
　
国
家
は
国
家
の
恥
辱
で
あ
る
。
…
…
こ
ん
な
ご
ろ
つ
き
手
に
比
べ
る
と
主
人

　
　
な
ど
…
…
無
能
な
…
…
猪
口
才
で
な
い
ど
こ
ろ
が
上
等
な
の
で
あ
る
。

　
韓
国
を
侵
略
す
る
伊
藤
博
文
は
人
を
釣
る
、
先
へ
回
っ
て
馬
の
目
玉
を
抜
く
、

虚
勢
を
張
っ
て
人
を
お
ど
ろ
か
す
、
鎌
を
か
け
て
人
を
陥
れ
る
よ
う
な
世
間
の
代

表
者
で
あ
り
、
そ
の
行
為
は
「
ご
ろ
つ
き
」
と
示
唆
さ
れ
る
。

　
こ
の
十
章
に
は
、
哲
学
者
の
八
木
独
仙
の
不
可
解
な
講
演
が
で
て
く
る
。
皆
が

道
端
の
地
蔵
を
ど
か
せ
る
べ
く
牡
丹
餅
を
み
せ
び
ら
か
し
た
り
、
お
酒
で
釣
ろ
う

と
し
た
り
、
偽
札
を
も
っ
て
行
っ
た
り
、
ほ
ら
吹
き
が
巡
査
の
真
似
を
し
た
り
、

大
金
持
ち
の
姿
で
お
ど
し
た
り
、
殿
下
の
真
似
を
し
た
り
し
り
、
大
騒
ぎ
し
た
り

し
た
が
、
一
向
に
地
蔵
は
動
か
な
い
。
あ
ま
り
の
騒
が
し
さ
に
、
何
を
し
て
い
る

の
だ
と
、
世
間
で
相
手
に
さ
れ
な
い
「
馬
鹿
竹
」
が
事
情
を
聞
き
、
地
蔵
に
ど
い

て
も
ら
い
た
い
と
皆
が
願
っ
て
い
る
、
と
言
う
と
、
地
蔵
は
そ
ん
な
こ
と
か
、
初

め
か
ら
そ
う
言
え
ば
い
い
、
と
述
べ
て
移
動
し
た
と
い
う
。
こ
う
素
直
で
な
け
け

れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
逆
説
的
な
独
客
は
女
子
学
生
に
諭
す
。
　
『
文
学
論
』
で
漱
石
は

馬
鹿
竹
を
「
桀
紺
」
と
暗
示
す
る
の
で
、
馬
鹿
垂
は
伊
藤
博
文
の
暗
示
と
し
て
読

め
る
。
な
か
な
か
動
か
な
い
地
蔵
は
、
明
治
三
二
年
か
ら
遼
東
半
島
に
居
座
る
ロ

シ
ア
で
あ
り
、
地
蔵
を
動
か
そ
う
ど
す
る
者
た
ち
は
、
列
強
諸
国
で
あ
り
日
本
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
独
仙
が
女
子
学
生
に
向
か
っ
て
、
皆
は
馬
鹿
竹

の
よ
う
に
な
れ
と
言
っ
た
の
は
、
伊
藤
博
文
の
よ
う
な
帝
国
主
義
者
に
な
れ
と
い

う
暗
示
と
し
て
読
め
る
。
こ
れ
は
『
倫
敦
塔
』
で
「
白
と
い
う
て
黒
を
意
味
し
、

小
と
唱
え
て
大
を
思
わ
し
む
」
反
語
で
あ
る
。
天
道
公
平
が
述
べ
た
不
平
家
は
伊

藤
博
文
で
あ
り
、
か
れ
は
い
わ
ば
天
才
と
し
て
、
　
「
漸
次
の
推
移
」
に
逆
ら
う
反

動
家
と
し
て
暗
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
韓
国
や
満
州
で
の
日
本
の
権
益
の
拡
大
は
英
国
や
仏
国
の
代
理
戦
争
で
も
あ
っ

た
。
列
強
は
弱
体
化
し
た
国
々
を
食
い
物
に
し
、
日
本
資
本
主
義
と
帝
国
主
義
を

育
て
あ
げ
た
、
、
。
そ
の
指
導
者
の
ひ
と
り
が
ビ
ス
マ
ル
ク
を
気
取
る
伊
藤
博
文
で

あ
る
。
帰
朝
後
の
漱
石
が
感
じ
た
の
は
、
そ
の
強
大
化
す
る
帝
国
下
で
の
国
民
の

悲
惨
と
召
集
さ
れ
殺
さ
れ
る
日
本
兵
へ
の
同
情
に
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
　
『
草
枕
』

が
同
時
に
書
か
れ
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。
　
「
ど
れ
ほ
ど
の
血
が
流
さ
れ
た
か
、

誰
も
考
え
よ
う
と
し
な
い
」
と
い
う
ダ
ン
テ
の
言
葉
は
画
工
の
言
葉
に
も
な
る
。
「

そ
れ
は
道
徳
的
情
緒
f
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
東
北
大
飢
謹
と
い
う
国
内
事
情
も
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見
据
え
て
も
戦
争
の
実
態
は
英
雄
崇
拝
の
政
治
家
た
ち
と
財
閥
の
利
害
に
も
と
づ

戦
争
で
あ
る
。
　
『
猫
』
創
作
の
最
初
の
動
機
は
別
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

戦
況
が
判
明
す
る
と
漱
石
は
日
露
戦
争
批
判
を
露
骨
に
す
る
。
一
九
〇
五
年
七
月

に
発
表
さ
れ
た
五
章
か
ら
、
猫
は
日
露
戦
争
を
語
り
だ
し
、
パ
ル
テ
ッ
ク
艦
隊
が

が
対
馬
・
津
軽
・
「
宗
谷
の
い
ず
れ
の
海
峡
を
通
る
か
で
、
東
郷
元
帥
は
「
大
い
に

心
配
さ
れ
た
」
と
語
り
、
五
月
二
七
日
に
終
結
し
た
日
本
海
海
戦
を
非
難
し
て
は

い
な
い
が
、
旅
順
の
戦
で
は
、
　
「
鼠
は
旅
鳥
椀
の
中
で
盛
ん
に
舞
踏
会
を
催
し
て

い
る
」
と
、
旅
順
湾
を
旅
順
椀
に
す
る
。
ま
さ
に
『
文
学
論
』
第
三
三
章
第
一
節

の
「
口
合
」
せ
の
応
用
で
あ
る
。
そ
し
て
猫
は
「
目
ざ
す
敵
と
思
っ
た
や
つ
が
、

存
外
け
ち
な
や
ろ
う
だ
と
、
戦
争
が
名
誉
だ
と
い
う
感
じ
が
消
え
て
に
く
い
と
い

う
念
だ
け
残
る
。
に
く
い
と
い
う
念
を
通
り
過
ご
す
と
張
り
合
い
が
抜
け
て
ぼ
一

と
ず
る
」
と
言
う
。
ぼ
一
と
し
て
い
る
猫
は
突
然
鼠
の
集
団
の
急
襲
に
あ
う
。
鼠

は
し
っ
ぽ
、
■
耳
鼻
ず
ら
へ
か
み
づ
き
「
吾
輩
は
危
う
い
」
。
　
「
死
に
物
狂
い
の
吾

輩
の
魂
を
さ
え
寒
か
ら
し
め
た
」
，
。
こ
れ
は
旅
順
湾
封
鎖
中
．
の
日
本
艦
隊
の
苦
戦

を
暗
示
す
る
。
こ
の
六
章
で
の
猫
と
鼠
の
戦
い
の
の
ち
七
章
で
は
、
猫
と
蝉
の
戦

争
が
語
ら
れ
る
。
パ
ル
テ
ッ
ク
艦
隊
が
全
滅
し
て
も
離
れ
ぬ
松
脂
と
は
道
義
心
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
猫
は
マ
ク
ベ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
八
章
で
中
学
生
の
乱

入
事
件
や
苦
沙
弥
の
鷺
の
話
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
髭
の
預
言
者
と
巨
人

　
と
こ
ろ
で
ニ
ー
チ
ェ
は
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
第
二
部
の
「
大
い
な
る
事
件
」

で
、
火
山
の
穴
か
ら
冥
界
へ
下
っ
た
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
が
見
る
火
の
犬
に
つ
い

て
語
る
。
火
山
は
西
洋
で
は
地
獄
の
入
口
で
あ
る
。

　
　
　
三
六
を
泥
に
投
げ
こ
む
の
は
、
お
よ
そ
最
大
の
愚
行
で
あ
る
…
…
国
家
は

　
　
偽
善
の
犬
だ
。
…
…
国
家
は
煙
と
砲
曜
と
で
語
り
た
が
る
…
…
自
分
は
事
物

　
　
の
核
心
を
語
っ
て
い
る
の
だ
と
信
じ
さ
せ
た
が
っ
て
い
る
。
…
…
息
は
黄
金

　
　
を
吐
く
。
黄
金
の
雨
を
し
た
た
ら
せ
る
2
，
。

こ
う
語
っ
た
の
ち
の
章
の
「
あ
る
予
言
者
」
に
お
い
て
、
こ
う
述
べ
ら
れ
る
。

　
　
　
「
大
き
い
悲
哀
が
人
類
を
襲
う
の
を
見
た
。
最
善
の
も
の
も
お
の
れ
の
仕

　
　
事
に
疲
れ
た
。
　
『
一
切
は
空
し
い
。
一
切
は
同
じ
こ
と
だ
。
一
切
は
す
で
に

　
　
あ
っ
た
こ
と
だ
』
と
。
な
る
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
は
収
穫
し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ

　
　
す
べ
て
の
穀
物
は
み
な
腐
っ
て
、
黒
ず
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
。
…
…
す
べ
て

　
　
の
仕
事
は
む
だ
骨
折
り
だ
っ
た
。
…
…
泉
は
皆
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
海
も
退

　
　
い
た
。
地
は
ど
こ
も
が
裂
け
よ
う
と
し
て
い
る
」
…
…
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ

　
．
は
、
一
人
の
予
言
者
が
そ
う
語
る
の
を
聞
い
た
，
，
。
　
（
傍
点
筆
者
）

こ
の
文
章
は
『
エ
レ
ミ
ア
書
』
五
一
章
と
五
二
章
に
関
連
す
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
全
編
を
滅
ぼ
し
尽
く
す
滅
ぼ
し
の
山
よ
、
見
よ
、
わ
た
し
は
お
ま
え
の
敵

に
な
る
…
…
お
ま
え
を

焼
け
山
に
す
る
。
…
…

わ
た
し
は
あ
な
た
の
訴

え
を
た
だ
し
、
あ
な
た

の
た
め
に
あ
だ
を
返
誓
言
繍

わ
た
し
は
バ
ビ
ロ
ン
の

海
を
か
わ
か
し
、
そ
の

泉
を
か
わ
か
す
。
バ
ビ

ロ
ン
は
廃
壇
と
な
り
、

山
犬
の
す
ま
い
と
な
り
、
．

驚
き
と
な
り
、
笑
い
と
な
り
、

図6、ミケランジェロ《預言者エレミア》

偶
像
に
つ
い
て
語
り
、
バ
ビ
ロ
ン
の
滅
亡
を
預
言
す
る
預
言
者
エ
レ
ミ
ア
の
よ
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う
に
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
に
語
ら
せ
た
と
き
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
を
深
く
理
解
し

て
い
た
ニ
ー
チ
ェ
は
、
こ
の
芸
術
家
が
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
に
描
い
た
《
預
言

者
エ
レ
ミ
ア
》
　
（
図
6
）
を
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
。
髭
を
生
や
し
た
エ
レ
ミ
ア
は

に
手
を
あ
て
て
悲
嘆
憔
温
し
て
い
る
。
こ
れ
は
う
フ
ァ
エ
ッ
ロ
が
描
い
た
《
ア

テ
ネ
の
学
堂
》
の
画
面
下
中
央
の
「
考
え
る
人
」
　
（
図
7
）
の
手
本
で
あ
り
、

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
似
せ
て
描
か
れ
た
と
言
わ
る
が
、
，
、
そ
れ
は
ニ
ー
チ
ェ
と

図7、ラファエッロ「考える人」

て
の
憂
欝
質
は
天
才
の
特
徴
に
な
り
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の

や
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
「
考
え
る
人
」
は
そ
の
典
型
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
漱
石
も
ま
た
憂
諺
質
の
文
学
伝
統
を
学
ん
だ
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
一
五
四

七
年
頃
の
詩
で
巨
人
め
糞
が
入
り
口
の
前
に
あ
る
と
か
、
耳
に
蜘
蛛
が
巣
を
張
る

と
い
う
グ
ロ
テ
ス
ク
な
詩
二
六
七
番
を
書
き
、
そ
こ
で
「
吾
が
幸
せ
は
憂
欝
に
あ

り
、
吾
が
安
ら
ぎ
は
不
快
に
あ
り
」
と
書
い
た
、
。
。
そ
の
憂
心
は
苦
沙
弥
の
人
格

に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
　
『
草
枕
』
で
「
喜
び
の
深
き
と
き
憂
い
い
よ
い
よ
深
く
、

楽
し
み
の
大
い
な
る
程
苦
し
み
も
大
き
い
」
と
言
う
画
工
に
も
シ
ェ
リ
ー
の
雲
雀

の
詩
「
腹
か
ら
の
笑
い
と
い
え
ど
、
苦
し
み
の
、
そ
こ
に
あ
る
べ
し
」
を
思
い
だ

さ
せ
る
、
。
。
シ
ェ
リ
ー
は
『
詩
の
擁
護
』
で
、
　
「
昼
の
善
い
も
の
が
う
な
だ
れ
ま

漱
石
が
記
念
写
真
で
見
せ

た
ポ
ー
ズ
の
原
型
で
あ
っ

た
。
こ
の
姿
は
伝
統
的
に

は
四
体
液
と
の
関
連
か
ら

土
星
の
影
響
を
受
け
た
憂

欝
質
の
タ
イ
プ
で
あ
る
、
、

ル
ネ
サ
ン
ス
と
く
に
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
以
来
、
芸
術

家
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
と
し

　
　
《
預
言
者
エ
レ
ミ
ア
》

う
み
か
け
る
と
夜
の
黒
い
使
い
た
ち
が
餌
を
求
め
て
飛
び
立
つ
」
と
書
き
、
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
彫
刻
《
夜
》
を
思
い
だ
し
て
い
た
。
漱
石
も
ま
た
『
猫
』
八
章
で
、

四
体
液
の
冷
笑
や
鈍
液
や
憂
液
に
つ
い
て
語
り
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』

の
狂
気
説
を
紹
介
し
て
苦
沙
弥
の
逆
上
に
変
え
て
い
た
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
コ

ル
ッ
チ
ョ
・
サ
ル
タ
：
テ
ィ
（
＝
二
一
一
＝
1
一
四
〇
六
）
，
、
の
思
想
に
学
び
、
怒

り
を
独
裁
者
打
倒
に
必
須
の
も
の
と
見
て
、
　
『
ダ
ヴ
ィ
デ
』
を
彫
り
、
ピ
コ
・
デ

ッ
ラ
．
ミ
ラ
ン
ド
ラ
が
強
調
し
た
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
詩
人
の
狂
気
を
，
，
、
シ
ス

テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
天
井
画
の
巫
女
た
ち
の
表
情
に
付
与
し
た
。
怒
り
と
狂
気
は
、

《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
や
《
デ
ル
フ
ォ
イ
の
巫
女
》
で
表
明
さ
れ
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の

正
義
感
で
あ
り
、
壁
面
の
彫
刻
《
モ
ー
セ
》
で
も
見
せ
た
激
し
さ
で
あ
る
。
ニ
ー

チ
ェ
は
、
　
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ

ス
ト
ラ
』
の
第
一
部
九
章

で
「
犯
罪
者
・
破
壊
者
」

モ
ー
セ
を
伴
侶
に
し
た
が

そ
れ
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

の
彫
刻
《
モ
ー
セ
》
で
も

あ
っ
た
。
　
『
猫
』
七
章
で

「
う
め
ろ
う
め
ろ
う
、
熱

い
熱
い
」
と
銭
湯
か
ら
飛

び
出
す
の
は
「
超
人
だ
。

ニ
ー
チ
ェ
の
い
わ
ゆ
る
超

人
だ
。
魔
中
の
大
王
だ
。

化
け
物
の
棟
梁
だ
」

の
ミ
ノ
ス
と
、

面
は
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』

図8、《最後の審判》の悪魔大王

　　　右端の男がミノス

　
　
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
《
最
後
の
審
判
》

ア
ダ
ム
の
子
孫
の
罪
人
た
ち
（
図
8
）
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
場

　
　
　
　
か
ら
採
用
さ
れ
た
、
と
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
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一
五
六
八
年
の
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
伝
』
で
述
べ
た
が
、
、
、
彼
は
そ
の
悪
魔
大
王

が
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
裸
体
表
現
は
風
呂
屋
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
非
難
し
た
儀

典
長
ビ
ア
ジ
オ
の
顔
で
描
か
れ
た
と
書
き
、
そ
の
話
を
シ
モ
ン
ズ
が
『
イ
タ
リ
ア

・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
美
術
』
で
グ
ロ
テ
ス
ク
に
く
り
か
え
し
た
一
。
漱
石
は
こ
の
本

を
所
有
し
て
い
た
め
で
、
風
呂
屋
の
裸
体
群
像
を
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
的
な
熱
湯
地

獄
に
返
し
た
の
で
あ
ろ
う
3
、
。
ニ
ー
チ
ェ
が
読
ん
だ
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
『
チ
チ
ェ

ロ
i
ー
ネ
』
も
ま
た
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
超
人
間
的
・
奇
異
・
グ
ロ
テ
ス
ク
な

も
の
を
求
め
る
と
書
い
た
含
。
彼
の
《
囚
わ
れ
人
》
　
（
図
1
0
）
の
ひ
と
つ
は
天
空

を
支
え
る
巨
人

ア
ト
ラ
ス
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劫

り
、
ニ
ー
チ
ェ

は
『
ツ
ァ
ラ
ト

ゥ
ス
ト
ラ
』
の

「
至
福
の
島
々

に
て
」
の
牢
獄

を
鉄
槌
で
破
る

超
人
に
し
た
。

「
私
は
醜
い
」

　
　
　
　

騨
魏
　

、
　
」
「
ト
　
　
　
　
㍉
’
　
　
、
・
　
　
』
』

　
　
」
　
　
　
　
’
　
　
　
■

図9、ミケランジェロ《囚われ

と
詩
で
言
う
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
も
ま
た
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
幻
想
の
詩
で
、
鯨
を
蝿

の
よ
う
に
見
お
ろ
す
巨
人
を
創
造
す
る
。
女
の
巨
人
は
人
が
病
気
に
な
る
と
大
き

く
な
り
、
人
が
幸
福
に
な
る
と
小
さ
く
な
る
§
。
命
を
賭
し
た
戦
争
を
体
験
し
た

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
独
裁
者
を
批
判
す
べ
く
グ
ロ
テ
ス
ク
な
巨
人
を
詩
で
創
．
作

し
た
が
、
巨
人
の
祖
先
は
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
の
地
獄
の
凍
っ
た
巨
人
ま
で
た
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

れ
る
。
巨
人
族
は
ニ
ー
チ
ェ
の
超
人
を
介
し
て
『
猫
』
ま
で
登
場
し
て
い
た
し
、

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
鼻
の
潰
れ
た
肖
像
版
画
は
ロ
ダ
ン
最
初
の
彫
刻
《
鼻
の
潰
れ

た
男
》
の
手
本
に
な
っ
た
が
3
，
、
漱
石
も
ま
た
デ
ビ
ュ
ー
作
『
猫
』
の
苦
沙
弥
を

醜
い
顔
に
し
た
。
ロ
ダ
ン
が
《
地
獄
の
門
》
に
「
考
え
る
人
」
を
お
い
て
地
獄
を

見
た
よ
う
に
、
漱
石
も
ま
た
憂
欝
質
の
苦
沙
弥
を
創
作
し
て
日
露
戦
争
の
地
獄
を

見
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
霊
感
源
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
預
言
者
や
巫
女
に
あ
っ
た

こ
と
は
『
草
枕
』
か
ら
伺
え
る
一
。
漱
石
が
が
ダ
ン
テ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ニ

ー
チ
ェ
か
ら
相
続
し
た
批
判
精
神
は
一
九
一
〇
年
発
刊
の
『
白
樺
』
の
同
人
の
道

義
心
に
火
を
つ
け
た
の
で
あ
る
，
9
。

お
わ
り
に

　
髭
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
超
人
思
想
を
ユ
ダ
ヤ
人
狩
り
に
利
用
し
た
が
、
ニ
ー
チ
ェ

は
『
善
悪
の
彼
岸
』
の
「
民
族
と
祖
国
」
で
ド
イ
ツ
人
が
ユ
ダ
ヤ
人
を
排
斥
す
る

の
は
危
険
で
あ
る
と
警
告
し
て
い
た
、
。
。
漱
石
も
ま
た
『
猫
』
や
『
草
枕
』
で
、

韓
国
や
中
国
へ
日
本
が
侵
略
す
る
の
は
危
険
だ
と
警
告
し
て
い
る
。
明
治
四
四
年

六
月
に
長
野
県
会
議
事
院
で
漱
石
は
、
　
「
自
然
主
義
は
そ
ん
な
非
倫
理
的
な
も
の

で
は
無
い
。
如
何
に
文
學
と
錐
も
決
し
て
倫
理
範
囲
を
脱
し
て
居
る
も
の
で
は
な

く
、
少
な
く
と
も
、
倫
理
的
を
何
所
に
か
萌
さ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
語
っ

た
と
き
、
国
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
に
も
「
倫
理
的
渇
仰
の
念
」
を
求
め
て
い
た
、
、
。

漱
石
は
『
猫
』
で
侵
略
者
を
「
ご
ろ
つ
き
」
と
よ
ん
だ
が
、
．
そ
の
叫
び
に
は
ダ
ン

テ
の
『
神
曲
』
天
国
篇
第
二
七
歌
で
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
が
み
つ
め
る
聖
ペ
ト
ロ
の

言
葉
「
血
で
穣
し
、
塵
芥
汚
臭
の
清
め
と
し
た
」
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
　
註

（
1
）
　
『
倫
敦
塔
』

（
2
）
ス
タ
ー
ン
の

『
趣
味
の
遺
伝
』
　
『
坊
ち
ゃ
ん
』
　
『
濠
虚
集
』
な
ど
。

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
第
四
巻
第
三
二
章
を
参
照

（
朱
牟
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田
夏
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
四
四
年
）
参
照
。

（
3
）
て
震
一
認
「
o
一
。
。
冒
ご
ミ
馬
。
ぎ
ミ
轟
9
0
、
。
。
き
零
燭
℃
o
霧
＝
《
§
断
ご
一
㊤
8
噸
ヨ

　
　
r
一
α
劇
1
一
α
O
●

（
4
）
漱
石
の
『
倫
敦
塔
』
　
（
一
九
〇
五
年
）
や
『
自
転
車
日
記
』
　
（
一
九
〇
三
年
目
を
参

　
　
照
。

（
5
）
　
『
生
成
の
無
垢
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
（
一
九
九
四
年
）
、
上
、
五
三
七
（
三
四
八
一

　
　
九
頁
）
。

（
6
）
リ
ル
ケ
『
ロ
ダ
ン
』
高
安
國
世
訳
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
一
六
年
。
第
一
部
は
一
九
〇

　
　
馳
三
年
。
．

（
7
）
　
『
マ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ン
ガ
ー
展
』
カ
タ
ロ
グ
、
国
立
西
洋
美
術
館
、
一
九
八
八
年
、

　
　
九
九
頁
。

（
8
）
妹
は
後
世
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ニ
ー
チ
ェ
伝
説
を
つ
く
る
役
割
を
果
し
た
。

（
9
）
　
『
ム
ン
ク
展
』
カ
タ
ロ
グ
、
世
田
谷
美
術
館
、
、
一
九
九
七
年
、
一
一
八
－
一
二
三
頁
。

（
1
0
）
　
『
世
界
の
名
著
四
六
・
ニ
ー
チ
ェ
』
西
尾
幹
二
訳
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
一
年
。

（
1
1
）
夏
目
漱
石
『
漱
石
全
集
第
十
八
巻
・
文
學
論
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
二
年
、
一
四
三

　
　
頁
。

（
1
2
）
前
掲
書
、
一
四
二
頁
。
　
（
1
3
）
前
掲
書
、
二
三
七
一
八
頁
。

（
4
1
）
前
掲
書
、
三
七
三
頁
。

（
1
5
）
ス
タ
ー
ン
の
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
』
の
道
楽
馬
（
ホ
ビ
ー
・
ホ
ー
ス
）
の
「
冷
静
な
理

　
　
性
や
公
正
な
分
別
は
も
う
お
さ
ら
ば
で
す
」
　
（
第
二
巻
第
五
章
）
が
馬
鹿
竹
の
典
拠

　
　
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
6
）
前
出
書
、
三
七
五
頁
。
　
（
1
7
）
前
掲
書
、
三
七
五
頁
。
　
（
1
8
）
前
掲
書
、
三
八
八
頁
。

　
　
　
『
文
学
論
』
、
　
（
1
9
）
　
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ド
ラ
」
、
前
掲
書
、
二
一
〇
頁
。

（
2
0
）
　
『
現
代
日
本
文
学
大
系
九
六
、
文
藝
評
論
集
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
八
年
、
一
七
頁
。

（
2
1
）
山
崎
庸
佑
『
ニ
ー
チ
ェ
』
講
談
者
学
術
文
庫
、
一
九
九
六
年
、
一
一
六
1
＝
七
頁
。

（
2
2
）
外
務
省
編
纂
「
日
本
外
交
年
表
虹
主
要
文
書
上
』
、
原
書
房
、
昭
和
四
〇
年
、
二
四

　
　
五
頁
。

（
2
3
）
前
掲
書
、
二
五
二
頁
。

（
2
4
）
鈴
木
良
「
日
清
・
召
露
戦
争
」
　
『
岩
波
講
座
・
世
界
歴
史
二
二
』
、
岩
波
書
店
、
一

，
　
九
六
九
年
、
四
二
三
－
三
頁
。
松
沢
弘
陽
「
伊
藤
博
文
」
　
『
権
力
の
思
想
』
筑
摩
書

　
　
房
、
一
九
六
五
年
。

（
2
5
）
　
『
世
界
の
名
著
四
六
．
・
ニ
ー
チ
ェ
』
、
前
出
書
、
｝
＝
二
頁
。

（
2
6
）
前
掲
書
、
二
一
五
－
二
一
六
頁
。

（
2
7
）
冒
①
3
暑
8
u
＝
象
知
魯
。
。
§
。
吻
。
壌
傷
。
一
冨
。
。
①
。
q
屋
嘗
『
ご
一
5
ミ
号
款
馬
ミ
還
9
。

　
　
駒
§
§
「
、
。
嵩
竃
h
9
ミ
§
ミ
杣
。
忌
N
駐
9
ミ
§
o
S
§
、
。
。
ミ
玉
コ
『
。
自
。
・

　
　
一
詮
b
。
り
切
・
N
一
司
・

（
2
8
）
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
・
ザ
ク
ス
ル
『
土
星
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
』
　
（
田
中
英
道
監
訳
、
俗
文

　
　
社
一
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
2
9
ご
．
『
ω
9
。
・
一
睾
ぎ
恥
ξ
蔓
ミ
罫
⑪
ミ
軽
ご
F
。
§
昌
；
§
り
罫
a
一
－
麟
伊

（
3
0
）
上
田
和
夫
訳
『
シ
ェ
リ
ー
』
新
潮
文
庫
、
昭
和
五
九
年
目

（
3
1
）
O
・
ω
。
。
一
鷹
§
凶
．
忠
暫
O
。
§
器
き
、
§
』
執
ρ
一
℃
痒
関
●
7
5
一
器
㌍

　
　
国
α
o
茜
噂
一
㊤
望
噂
O
’
N
卜
。
膳
．

（
3
2
）
ピ
コ
『
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
』
大
出
・
阿
部
・
伊
藤
博
明
訳
、
国
土
社
、
一
九
八

　
　
葦
参
照
。
ペ
イ
タ
レ
は
ピ
・
の
思
想
を
・
気
違
い
病
院
・
の
一
室
と
よ
ん
だ
［
別

　
　
宮
貞
徳
訳
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
富
山
書
房
百
科
文
庫
、
一
九
七
七
年
。
漱
石
蔵
書
は
マ

　
　
ク
ミ
ラ
ン
社
の
一
九
〇
一
年
版
。

（
3
3
）
Z
．
A
・
サ
イ
モ
ン
ズ
（
シ
モ
ン
ズ
）
　
『
伊
太
利
ル
ネ
サ
ン
ス
の
美
術
』
城
崎
祥
蔵

　
　
訳
、
昭
和
三
年
、
春
秋
社
、
四
一
七
頁
。
漱
石
蔵
書
は
七
巻
の
ス
ミ
ス
・
エ
ル
ダ
ー

　
　
社
の
一
九
〇
㎝
年
版
。

（
3
4
）
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
、
田
中
英
道
・
森
雅
彦
訳
『
ル
ネ
サ
ン
ス
画
人
伝
』
白
水
社
、
　
（
一
九
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八
二
年
）
。

（
3
5
）
む
8
げ
閃
霞
。
喜
舘
舞
噛
O
①
「
O
一
8
3
冨
田
冨
〉
巳
①
圃
言
轟
瞬
屋
目
O
o
窪
。
。
。
。
臨
零

　
　
密
器
ヨ
。
「
否
＝
9
・
＝
o
冨
目
噂
貯
　
魯
8
ぴ
切
ミ
簿
ぎ
、
ミ
Q
＄
Ω
ミ
ミ
§
①

　
　
ミ
ミ
ぎ
窪
き
職
掬
．
。
。
塁
①
一
＼
。
。
言
齢
け
。
。
帥
『
r
一
9
9
U
，
ぎ

（
3
6
）
臼
．
竃
●
。
。
器
一
薯
．
β
9
肺
；
＝
〒
ミ
α
・
O
凶
『
母
a
富
・
⑦
ρ

（
3
7
）
孟
0
7
0
冨
詫
①
一
〇
器
＝
．
9
8
8
三
ご
建
嵩
。
奪
慕
宣
　
痒
『
竃
●

　
　
r
§
9
一
二
〇
〇
●
幻
罰
8
0
＝
0
9
＝
＝
m
昌
o
O
コ
『
O
自
9
一
㊤
O
O
ゆ
薯
」
G
。
劇
∴
。
。
α
●

　
　
ガ
ン
ト
ナ
ー
『
ロ
ダ
ン
ど
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
』
海
津
忠
雄
訳
、
一
九
六
六
年
、
昭
森

　
　
社
。

（
3
8
）
拙
稿
「
漱
石
の
『
草
枕
』
に
お
け
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
」
　
『
大
阪
府
立
大
学
人
文
学

　
　
論
集
』
一
六
集
、
一
九
九
八
年
三
月
、
一
七
一
三
八
頁
。

（
3
9
）
　
『
白
樺
・
ロ
ダ
ン
號
』
第
一
巻
第
八
號
、
明
治
四
三
年
＝
月
一
四
日
。

（
4
0
）
ニ
ー
チ
ェ
『
善
悪
の
彼
岸
』
の
二
五
一
、
木
場
深
定
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
四
七
i
二

　
　
五
〇
頁
。

（
4
1
）
　
咋
教
育
と
文
芸
」
　
『
漱
石
全
集
』
第
三
三
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
二
年
、
九
三
頁
。

［
追
記
］
本
稿
は
、
平
成
九
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
C
）
　
（
2
）
　
「
近
代
日
本
に
お

　
　
け
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
美
術
観
の
受
容
史
」
　
（
研
究
代
表
者
、
”
中
江
彬
）
の
研
究

　
　
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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